
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

QC 活動でレベルアップ！ 
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〒673-1334  兵庫県加東市吉井７６８－５ 

TEL 0795(46)0873 FAX 0795(46)0874 

ＵＲＬ http://dendenmushinokai.com 

Mail  info@dendenmushinokai.com  NO.３１７ 20２２年 ３ 月 

支援の向上を目指して始めたＱＣ活動が、今年で１０回目を迎えました。職場の課題についてテ

ーマを設定し、分析や検討などを経て完成させる半年間のＱＣ活動。始めは担当者頼みであった活

動も１０回継続するうちに、ＱＣ活動の手順に対する理解が深まり、事業所職員みんなで協力して

取り組めるようになりました。今後は各職員が支援や日常業務の問題解決の手段としてＱＣの過程

で取り組む手法を活かし、チーム力をもってサービスの質を高めてまいりたいと思います。 

 

 

 

法人ホームページ オンラインショップ

SNS 等で随時更新中！ 

 dendenmushinokai.com 

 

法 人 

ホームページ 

オンライン 

ショップ 

ブログ 

あなたの「いいね！」がつながるスタート！ 

 
でんでん虫の会の活動は 

Facebookで「いいね！」してね！ 

１月２９日、各事業所をオンラインでつなぎ、ＱＣ活動発表大会を行いました。 

大会当日の様子は、ホームページブログ、フェイスブック、インスタグラムで公開中！ 

 

情報を共有して伝達ミスをなくすた

め、業務中の困りごとに対し、対策を取

った結果、業務の流れが良くなり、コミ

ュニケーションも円滑になりました。 

でんでん虫の家 

整理整頓をテーマに事業所の備品の収

納を見直すことで全ての用品の利便性が

高まり、利用者さんもご自身で使いたい物

の出し入れが出来るようになりました。 

生活介護 あっと 

身体的介助を行う上で対応方法を統一

することができ、今まで以上に支援につ

いて話し合う機会が増えました。 

ケアホームあんも 

全ての書庫の把握と整理をして、書類を

適切に管理する仕組みを確立し、誰にでも

わかりやすい保管方法になりました。 

法人本部 

正しく情報を伝えるために聞く側のことを思

い、聞く側も伝える側の気持ちを考えること

で、今まで以上にスムーズに業務に取り組め

るようになりました。 

日常の支援を行っていく中で利用者さんの

思いに寄り添った支援環境づくりを常に考

え、支援員一同努力を続けていきたいと思

います。 

書類の共有意識が高まり、生産性の向上や 

今後のペーパーレスを目指すきっかけにな

りました。 

利用者さんにとっても活動しやすい環境

になりました。活動終了後も収納を保て

ており快適な環境を維持できています。 



    

 

 

 

パン工房  

加東市吉井７６８－５  （吉井信号角）  

 

 

 

  ０７９５（２０）１９９０  

 

ＴＥＬ  
FAX 

   

カ ラ コ ル 

パン工房カラコルは 

指定障害福祉サービス事業所です 

でんでん虫の家 

商品はすべて税込価格です 

 

定休日   土・日・祝日  

 

営業時間  AM１ ０ ：０ ０～PM５：００  

 

３/３１(木)は誠に勝手ながら 10:00～13:00営業とさせていただきます 

 

 ３月のおすすめパン 

いちごリング 

いちご フェア 

いちごラスク   \110 

ミニクロディップ  \180 

ジャムパン     \110 

(いちご)  

3/１～31 まで 
御卒業 御入学 

ホワイトデーにもどうぞ！ 

お祝いの 

 

プレゼントに 

主任相談支援員 

ご参加 

ありがとう 

ございました！ 

大人の発達障害について学ぶ講演会 
  

「クローバーさんに相談に来られる方の６割が成人期の方で、

他人との違和感で悩み続けていたり、失敗の体験で自尊心

が低下して鬱になったり転職を繰り返すという実態を知り、 

身近な方の例が浮かびました。早期から支援や理解者を得て

いたら鬱などの二次障害は防げるかもしれません。発達障害

の特性をネガティブにとらえず正しい理解を身につけ良い支援

者となれるようにこの研修を活かしたいです。」 

「『環境』との関係の中で個性と捉えられるか障害となるか、

ということを改めて感じました。その人が環境に合わそうとカモ

フラージュしすぎるのではなく、多様性を受け入れ認め合える

社会がさらに進むと個性がプラスで発揮され、みんなが生き

やすく、その人らしい生き方が出来ていくと思いました。」 

平 生  尚 之 氏 

－1 月 28 日－ 

講 師：  

参加者の声 

加東市障害者相談支援センタ－ つ む ぎ 

令和 3 年度 障害を理解し共に暮らす地域づくり事業 講演会 

ひょうご発達障害者支援センタークローバー加西ブランチ 

ＺＯＯＭにて開催 

発達障害の基礎知識にはじまり発達障害の支援において配慮すべき点など、また後半では、大人の発達

障害のトピックとして、就労支援、二次障害、ひきこもり支援、自己理解支援などについて、近年の研究結果

やデータに基づいた情報を踏まえて非常にわかりやすくおしえていただきました。 

＋ 

発達でこぼこ 

【発達特性の例】 

・得意と苦手の差が大きい 

・自分の気持ちを表現しにくく

誤解されやすい 

・０対１００の思考判断 

・感覚の感じ方の違い 

・興味関心の偏りや自分ルール 

★得意な分野が見つかれば 

力を発揮できる 

生活適応 

【不適応状態の例】 

・他者との違和感で悩んだり、 

失敗体験が続き自尊心低下 

・不登校や転職の繰り返し 

★不適応状態が続くと鬱などの

二次障害の心配 

お花の形の 

ふわふわパンを 

つぶつぶいちご 

チョコでコーティング! 
キュートなピンク色 

１３０円 

プラス 

発達障害の診断の有無？！ （資料より一部抜粋） 

\600 

プチセット 
クッキー詰め合わせ 

 
アイシングクッキー 

入り 

メッセージ 

・成人期発達障害の困難事例として家庭内暴力や

ひきこもり、極度の不安、対人恐怖などがあります。 

・生きにくさを抱える発達障害の支援においては、

“治す”ではなく“生活上の適応”を目指す。 

・自立とは、適切な依存関係が構築・維持できること。

うまく支援機関を活用することも◎ 

・自己理解支援の「自己理解」とは、 

①自分の得意さ・苦手さを理解し 

②自分の障害特性を周りの人にも理解してもらい 

③人間関係の輪を広げることができるようになること 

④そして『自分らしさを大切にした生き方』を選択でき

るようになること 

な
ん
で
ん
の 

純
米
酒 

720ml 1,650 円 

贈
り
物
に
い
か
が
で
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東
条
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

 

ふ
れ
す
こ
社
店 

ほ
か 

Ｊ
Ａ
み
の
り 


